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私
た
ち
の
生
活
に
い
つ
も
身
近

に
あ
る
ガ
ス
。
今
で
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
燃
料
で
す
が
、
取
り
扱

い
を
誤
る
と
火
災
や
爆
発
を
起
こ

し
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

ガ
ス
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
に

は
、
使
っ
て
い
る
ガ
ス
の
性
質
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
軽
い
都
市
ガ
ス

都
市
ガ
ス
は
、
空
気
よ
り
軽
い

の
で
、
漏
れ
る
と
天
井
付
近
に
た

ま
り
ま
す
。

■
重
い
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
空
気
よ
り

重
い
の
で
、
漏
れ
る
と
床
な
ど
の

低
い
と
こ
ろ
に
た
ま
り
ま
す
。

も
し
、
ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た

ら
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

一
、
部
屋
の
中
に
ガ
ス
の
臭
い
が

し
て
も
、
決
し
て
電
灯
や
換
気

扇
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
た
と
き
に
出
る
小
さ
な

火
花
で
も
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

二
、
口
を
タ
オ
ル
な
ど
で
覆
い
、

ガ
ス
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
、
す
ぐ
に
ガ
ス
の
元
栓
を

し
め
ま
し
ょ
う
。
都
市
ガ
ス
の

と
き
は
姿
勢
を
低
く
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
の
と
き
は
、
姿
勢
を
高

く
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

三
、
静
か
に
窓
を
開
け
て
、
ガ
ス

を
屋
外
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
場
合
は
、
バ
ス

タ
オ
ル
か
座
布
団
な
ど
で
、
あ

お
ぎ
出
す
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
も
、
ガ
ス
漏
れ
が
な
く

な
っ
た
と
過
信
し
な
い
で
、
す
み

や
か
に
ガ
ス
販
売
店
や
消
防
署
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

消 防 署
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恐
い
ガ
ス
漏
れ

そ
の
時
ど
う
す
る
！

老 齢 基 礎 年 金
年金を受けるために必要な期間
①国民年金保険料を納めた期間
②国民年金保険料の免除を受けた期間
③任意加入できる人が任意加入しなかった期間など
（「カラ期間」）―合算対象期間―
④昭和36年4月以降の厚生年金や共済組合の加入期間
⑤第3号被保険者期間
⑥学生納付特例期間
これらを合計して、原則として25年以上の期間が必要です。

カラ期間とは？。―合算対象期間―
昭和36年4月以降で20歳から60歳になるまでの

間に国民年金に任意加入しなかった期間などで、
必要年数に達しているかどうかをみるときには算
入されますが、年金額の算定基礎とはならない期
間をいいます。
①会社員の配偶者（昭和61年3月まで）
②学生（平成3年3月まで）
③厚生年金の脱退手当金を受給した期間
④日本人で外国に居住していた期間

年金額

804,200円
保険料の未納や免除、カラ期間などがあ

るときは、その期間により減額されます。

受給資格期間（年金を受けるために最低必要な期間）
と加入可能年数（満額の年金を受けるために必要な期間）

国民年金制度が発足したのが昭和36年4月
1日ですので、そのとき20歳以上の人は、60
歳になるまで40年間加入することができませ
ん。それらの人には生年月日により、表のと
おり短縮措置がとられています。

受給資格期間と加入可能年数早見表

生年月日
昭 9.4.2～昭10.4.1
昭10.4.2～昭11.4.1
昭11.4.2～昭12.4.1
昭12.4.2～昭13.4.1
昭13.4.2～昭14.4.1
昭14.4.2～昭15.4.1
昭15.4.2～昭16.4.1
昭16.4.2～以降

受給資格期間
25年（300カ月）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）
25年（ 〃　）

加入可能年数
33年（396カ月）
34年（408 〃 ）
35年（420 〃 ）
36年（432 〃 ）
37年（444 〃 ）
38年（456 〃 ）
39年（468 〃 ）
40年（480 〃 ）

①国民年金のみ加入していたかた
→役場住民課保険年金係
②第3号被保険者期間のあるかた
→社会保険事務所
③2つ以上の制度に加入していたかた
→社会保険事務所

でそれぞれ手続きを行ってください。

忘れずに！！

年金は請求しないと
もらえません
すべての年金は、受けられる
資格があっても本人の請求が
なければ支給されません。


